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1 20

コロナ禍の中では、利用者と外部の人間との接触
は、感染を覚悟しなければならない状況下におかれ
ている為、どの程度の対策をすれば良いのかを模
索しながらの日常が続いている。

もっと感染後の医療の対策が十分に進んでいな
ければならないし、施設としては、どんな対応を
しても感染覚悟をしながらの対応では、危険が
多すぎる。そんな日常生活の中でも、より安全な
方法をとって、可能な限り馴染みの関係を続けら
れるように取り組んで行きたい。

利用者の要望を尊重し、家族や馴染みの人との面
会は、ガラス越しに声が伝わるようにしてお互い感
染を意識して安全に実施する。又、電話での会話が
可能な利用者については定期的に家族と直接話が
出来るように繋ぎ、少しでも満足感を持ってもらうよ
う実施する。更に、コロナ禍が治まれば良天では、
外で間隔を取っての面談も実施する。
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2

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入してください。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加してください。
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